
科目名 教科 単位数 2

教材 教材費
(予定定価)

1

２学期

３学期

家庭基礎 家庭

①教科書「新図説 家庭基礎」実教出版
②副教材「ニュービジュアル家庭科2018 資料＋成分表」実教出版

２．家族・家庭と社会について考える

３．共生社会をつくる

自立や男女平等と相互の協力について認識する。１．人の一生と青年期の課題

①５２５円
②８４２円
実習費 ５００円（予定）

共通履修科目 選択する学年

学習計画
（1年間の授業計画）

学習内容

学習目標
（どのような力をつけるのか）

家庭生活を見つめ直し、問題点があれば解決できるように、人の一生と家族、子どもの
発育と保育、高齢者の生活と福祉、衣食住、消費生活などに関する知識と技術を総合
的に習得することを目標にしている。

家庭生活を支える社会保障・社会福祉のしくみと課題
を理解する。
自分の将来の生活設計（特に職業の選択や家庭生
活）を考える。

日本の伝統的な行事に関心をもつ。

実習を組み入れながら、教科書・資料集・プリントを使って授業を進める。学校家庭クラ
ブ活動やホームプロジェクトを通じて実践していく。

学習活動

５．健康で快適な衣生活

６．生涯の健康を見通した食生活をつくる

家庭の機能と家族関係、家族にかかわる法律を理解
し、協力して家庭を築くことの重要性を認識する。

学習方法
（授業の進め方・学習の仕方）

評価方法
期末考査、平素の授業での活動の取り組み状況、ホームプロジェクトの内容、各実験・
実習等のプリント提出と実技の状況を総合的に評価する。

1学期

４．生活のデザイン

９．子どもと子育てについて知る

衣生活を営むのに必要な知識や技術技術を身に付け
る。
栄養、食品、調理等について科学的に理解し、食生活
に必要な知識と技術を身に付ける。
主体的に食生活の課題を見つけ解決していく能力を
身に付ける。

８．安全で快適な住生活をつくる

７．経済生活の設計
消費者として主体的に責任をもった行動ができるよう
にする。
家庭の経済生活、消費者の権利と責任について理解
し、現代の消費生活の課題について考える。

資源や環境に配慮した生活ができるようにする。

10.高齢者の生活と福祉について考える

住生活について科学的に理解し、充実した生活がで
きるようにする。
自分達の住まいが快適で健康で安全なものであるか
を考える。
子どもの発達と保育、子どもの福祉等について理解
し、親の役割と保育の重要性、社会の責任について
認識する 。

知識・理解
人の一生と家族、衣・食・住生活、消費生活に関する基礎的・基本的な知識を身に付け
ている。

評価の観点

関心・意欲・態度
人の一生と家族、衣・食・住生活、消費生活について関心をもち、実践的な態度を身に
付けている。

思考・判断・表現
人の一生と家族、衣・食・住生活、消費生活について考え、生活課題の解決に向けて
工夫している。

技能
人の一生と家族、衣・食・住生活、消費生活などに関する基礎的・基本的な技術を身に
付けている。

高齢者の心身の特徴と生活高齢者の福祉等につい
て理解し、介護の基礎を体験的に学ぶ。
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科目名 教科 単位数 4

教材 教材費
(予定定価)

〇 系列選択科目 必修系列 選択できる系列

自由選択科目 2

１学期

２学期

３学期

知識・理解
乳幼児の発達の特徴、生活と保育などに関する知識を身に付け、保育の必要性と意
義を理解している。

評価の観点

関心・意欲・態度
乳幼児の発達と特徴、生活と保育などに関心をもち、子どもの成長を目指して意欲的
に取り組むとともに、実践的な態度を身に付けている。

思考・判断・表現
子どもの健全な成長に関する諸問題の解決を目指して思考を深め、学習した知識と技
術を活用して工夫する能力を身に付けている。

技能
乳幼児の発達の特徴、生活と保育などに関する技術を身に付け、適切に乳幼児と関わ
ることができるとともに、それを通して得た成果を的確に表現する。

子どもに関わる事柄についての知識と技術を学ぶ。

児童福祉の理念、子育て支援について学ぶ。

４子どもの生活
５児童文化財の製作

６子どもの福祉と子育て支援

学習目標
（どのような力をつけるのか）

子どもの発達の特性や発達過程、保育などに関する知識と技術を習得し、子どもの発
達や子育て支援に寄与する能力と態度を身に付ける。

学習方法
（授業の進め方・学習の仕方）

教科書・副教材・プリント・視聴覚教材を使い、子どもの発達についての基礎的知識に
ついて学習する。

評価方法
定期考査、授業への取り組み(実習の様子、活動の様子、課題の提出状況 、小テスト
の結果など)を総合的に評価する。

学習計画
（1年間の授業計画）

学習内容 学習活動
保育の意義・目標・環境を学ぶ。
子どもの発達の特徴について知識を習得し、保育実
習や視聴覚教材を通して、さらに理解を深める。

１子どもの保育
２子どもの発達の特性
３子どもの発達過程

選択の条件 子どもと暮らし系列選択者。「幼児教育音楽A」も併せて選択すること。

選択のめやす 幼稚園教諭・保育士になることを希望している人。

子どもの発達と保育 家庭

①455円
②724 円
実習費 500円(予定)

子どもと暮らし

選択する学年

①「子どもの発達と保育」実教出版
②副教材「子どもの発達と保育 ワークノート」実教出版
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科目名 教科 単位数 2

教材 教材費
(予定定価)

〇 系列選択科目 必修系列 選択できる系列

自由選択科目 2

選択の条件
介護職員初任者研修課程受講生は必修。「社会福祉基礎」、「生活と福祉」も併せて受
講すること。修了評価テスト、ボランティア体験がある。

選択のめやす 「子どもと暮らし」系列選択者で、高齢者福祉を深く学びたいと考える人。

暮らしと社会生活Ａ 家庭

副教材「介護職員初任者研修テキスト」中央法規
『介護職員初任者研
修課程』受講生必要
教材セット8，966円

子どもと暮らし

選択する学年

１学期
職務の理解
① 介護職員初任者研修とは
② 多様なサービスの理解
③ 介護職の仕事と職場

２学期
介護の基本
① 介護職の役割、専門性と他職種との連携
② 介護職の職業倫理
③ 介護における安全の確保とリスクマネジメント
④ 介護職の安全

３学期
家事支援における介護技術
① 調理、洗濯、掃除、裁縫、衣類・寝具の衛生管理、
買い物、家庭経営

・各種サービスの内容や利用者像などを通じて、介護
職の仕事内容や働く現場を理解する
・介護環境の特徴（施設と在宅との違い、地域包括ケ
アの方向性など）を学ぶ
・介護の専門性について考え、専門職に求められるも
のが何かを学ぶ
・多職種連携の目的を学び、利用者を支援するさまざ
まな専門職について理解する
・介護職がもつべき職業倫理を学ぶ
・利用者の生活を守る技術としてのリスクマネジメント
の視点を学ぶ
・介護の特徴を踏まえて、介護職自身の健康管理の
必要性について学ぶ
・家事援助（調理、洗濯、掃除などの援助）は利用者
にとってどのような意味があるのかを理解する

学習目標
（どのような力をつけるのか）

介護の意義と役割を理解し、関心を深めることにより、将来社会福祉の仕事に就きた
いと考えている人にとって、高齢者や障害者への総合的な介護活動が実践できるため
の基礎的な知識・技術を養うことを目的とする。

学習方法
（授業の進め方・学習の仕方）

教科書を中心に学習を行う。社会福祉が日常の生活にどのように結びついているのか
を考え、演習も交えながら福祉への興味・関心を高める活動が中心となる。

評価方法
定期考査の結果や授業・演習への取り組みの様子と、提出物の状況などを総合的に
判断する。

学習計画
（1年間の授業計画）

学習内容 学習活動

知識・理解 現代社会の社会構造の変容や特色についての基本的な知識を身に付けている。

評価の観点

関心・意欲・態度 社会福祉に対する関心をもち、課題に意欲的に取り組もうとしている。

思考・判断・表現
日常生活の中にある、社会福祉の問題について気づき、解決のため創意工夫をする
能力を身に付けている。

技能
社会福祉に関する様々な情報を適切に選択し、実習などで適切に活用することができ
る。
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科目名 教科 単位数 2

教材 教材費
(予定定価)

系列選択科目 必修系列 選択できる系列

○ 自由選択科目 3

知識・理解 豊かな家庭生活をおくるための基礎的・基本的な知識を身に付けている。

評価の観点

関心・意欲・態度 意欲をもって授業に取り組み、提出物をきちんと提出できている。

思考・判断・表現 学習内容を自らの家庭生活に結びつけ、生活課題の解決に向けて工夫している。

技能 実習の技能を習得している。

１学期
家庭生活 人と関わって生きる

２学期
保育 親になること、子どもの生活を考える

３学期
食生活 自立したよりよい食生活を考える

教科書、プリント等を使って行う講義内容を自らの家
庭生活に結びつけて考え、実習を通して実生活で実
践できる力を身に付けることができるように授業を行
う。

学習目標
（どのような力をつけるのか）

家庭生活に関する知識や技術を総合的に習得し、生活課題を主体的に解決する力や
生活の充実向上を図る実践的な態度を身につけることを目的とする。

学習方法
（授業の進め方・学習の仕方）

教科書を中心に学習を行う。実習も組み入れながら、自らの家庭生活で実践できる力
を身に付ける。

評価方法
各学期に、定期考査を実施。
授業・演習・発表への取り組みの様子と、提出物などを総合的に判断する。

学習計画
（1年間の授業計画）

学習内容 学習活動

選択の条件 なし

選択のめやす 家庭生活に関する内容をさらに深く学びたいと考える人が望ましい。

暮らしと社会生活Ｂ 家庭

教科書「生活デザイン」実教出版 695円

選択する学年
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科目名 教科 単位数 4

教材 教材費
(予定定価)

○ 系列選択科目 必修系列 選択できる系列

自由選択科目 2

選択の条件
介護職員初任者研修課程受講生は必修。「社会福祉基礎」、「暮らしと社会生活Ａ」も
併せて受講すること。修了評価テスト、ボランティア体験がある。

選択のめやす 「子どもと暮らし」系列選択者で、高齢者福祉を深く学びたいと考える人。

生活と福祉 家庭

教科書「生活支援技術」実教出版、副教材「介護職員初任者研修テキ
スト」中央法規、「介護技術チェックシート」公益財団法人介護労働安
定センター

『介護職員初任者研
修課程』受講生必要
教材セット8，966円

子どもと暮らし

選択する学年

老化の理解
老化に伴うこころとからだの変化と日常

認知症の理解
認知症を取り巻く状況
医学的側面から見た認知症の基礎と健康管理
認知症に伴うこころとからだの変化と日常生活

障害の理解
障害の基礎的理解と障害の医学的側面、生活障害、か
かわり支援等の基礎的知識

介護に関する基礎的理解
介護に関するこころとからだのしくみの基礎理解
生活と家事、快適な居住環境整備
整容、移動・移乗、食事、入浴・清潔保持、排泄、
睡眠に関連したこころとからだのしくみと自立に向
けた介護
死にゆく人に関連したこころとからだのしくみと
終末期介護
介護過程の基礎的理解

老化が影響を及ぼす心理や行動について理解する。
「認知症を中心としたケア」から、「その人を中心とした
ケア」に転換することの意義を理解する。
老化のしくみと脳の変化を学び認知症の原因を理解
する。
認知症の症状を知り、どのようなケアが必要かを学ぶ
「障害とはどういうものなのか」という考え方を学ぶ
「介護」の変遷について理解する。
学習と記憶、感情と意欲、自己概念と生きがい、老化
や障害の受容に関する基礎的知識を理解する。
骨や関節など、体の動きのメカニズムなどを理解す
る。
家事援助（調理、洗濯、掃除などの援助）は利用者に
とってどのような意味があるのかを理解する。
高齢者や障害のある人が生活するなかで、住宅改修
や福祉用具を利用する意味や視点を学ぶ。
利用者本人の力を活用し、それぞれの介護を行うた
めの技術を身につける。
終末期のとらえ方を学ぶ。
介護過程の目的と意義について理解する。

学習目標
（どのような力をつけるのか）

社会福祉について多くのことを知り、関心を深めることにより、将来社会福祉の仕事に
就きたいと考えている人にとっての基礎的な力を養うことを目的とする。

学習方法
（授業の進め方・学習の仕方）

介護に必要な知識・技術を、演習も交えながら体験的に学習していく。知識・技術の定
着をはかるため実習のレポートをきちんと作成し、学習することが必要である。

評価方法
各学期に、定期考査を実施。
授業・演習への取り組みの様子と、提出物の状況などを総合的に判断する。

学習計画
（1年間の授業計画）

学習内容 学習活動

知識・理解 介護についてその意義や役割を理解している。

評価の観点

関心・意欲・態度 よりよい介護を目指し、思いやりの姿勢で意欲的に学習や実習に臨むことができる。

思考・判断・表現
介護の基礎的な知識技術を活用し、介護に関する諸問題を解決するための創意工夫
する能力を身に付けている。

技能 基本的な介護技術を身に付け、適切な介護を行うことができる。
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科目名 教科 単位数 2

教材 教材費
(予定定価)

○ 系列選択科目 必修系列 選択できる系列

自由選択科目 3

知識・理解 子ども文化について基礎的な知識を身に付けている。

評価の観点

関心・意欲・態度

子ども文化について、遊びや児童文化財、年中行事などのかかわりなどに関心をも
ち、意欲的に取り組むとともに、実践的な態度を身に付けている。幼児の発達と特徴、
生活と保育などに関心をもち、子どもの成長を目指して意欲的に取り組むとともに、実
践的な態度を身に付けている。

思考・判断・表現
プリントやワークシートをまとめ、子どもの遊びや表現活動をふまえた児童文化財を作
る技術を身に付ける。

技能
プリントやワークシートをまとめ、児童文化財を作る技術を身につけて、児童文化財を
通して、子どもと関わりをもつことができる。

保育士を目指すために必要な知識・技術を学んでいく。

学習目標
（どのような力をつけるのか）

子どもと遊び、子どもの表現活動、児童文化財などに関する知識と技術を習得し、子ど
も文化の充実を図る能力と態度を身に付ける。

学習方法
（授業の進め方・学習の仕方）

教科書・プリントを使った学習が中心となり、また発表や作品製作などをする。

評価方法
各学期に、定期考査を実施。
授業・演習・実習・発表への取り組みの様子と、提出物の状況などを総合的に判断す
る。

学習計画
（1年間の授業計画）

学習内容 学習活動

子ども文化の重要性、子どもと遊び、子どもの表現活動と
児童文化財、子ども文化を支える場、子ども文化実習など
を実践的に学ぶ。

講義形式で子ども文化についての理解を深めるととも
に、発表や作品製作やその他の表現活動を個人およ
びグループで行い、実践力を高める。

選択の条件 子どもの暮らし系列選択者。（保育系を選択する人）

選択のめやす 幼稚園教諭・保育士になることを希望している人。

子ども文化 家庭

教科書「子ども文化」文部科学省 ２７５円

子どもと暮らし

選択する学年
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科目名 教科 単位数 2

教材 教材費
(予定定価)

系列選択科目 必修系列 選択できる系列

○ 自由選択科目 3

知識・理解
住居機能、設計管理などについて理解し、充実した住生活を営むために必要な基礎
的・基本的な知識を身に付けている。

評価の観点

関心・意欲・態度
住居の機能、設計、管理などの住生活の設計に関心をもち、意欲をもって学習活動に
取り組んでいる。

思考・判断・表現
充実した住生活を営むために住居の機能、設計、管理などについて課題を見つけ、そ
の解決を目指し思考を深め、適切に判断できる。

技能
住生活と技術との関わりを考え、住生活を合理的に管理するため基礎的・基本的な技
術を身に付けている。

住生活の選択と管理

住居の設計

インテリア

平面図、住宅情報を読み取る

学習目標
（どのような力をつけるのか）

生活と住居、インテリアなどに関する知識と技術を学習し、快適な住空間をデザインす
る力の習得を目指す。

学習方法
（授業の進め方・学習の仕方）

講義や実習、発表など実践的、体験的な学習活動を行う。

評価方法
各学期に、定期考査を実施。
授業・演習への取り組みの様子と、提出物などを総合的に判断する。

学習計画
（1年間の授業計画）

学習内容 学習活動

伝統的な住居の工夫（日本の住まい）
講義内容で学んだことを自らの家庭生活に結びつけ
て考え、実生活で実践できる力を身に付けることがで
きるように学習する。学んだことや調べたことを発表
する学習をする。

住生活の住居と変遷

住生活と環境

選択の条件 なし

選択のめやす 住生活に興味関心をもっている人。

リビングデザイン 家庭

なし なし

選択する学年
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科目名 教科 単位数 2

教材 教材費
(予定定価)

系列選択科目 必修系列 選択できる系列

○ 自由選択科目 3

知識・理解
現代の消費生活について総合的に理解し、自身の生活をよりよくする知識をもってい
る。

評価の観点

関心・意欲・態度
家庭の消費生活に関わる事柄に関心をもち、その改善点を見つけ、向上を目指して意
欲的に取り組もうとしている。

思考・判断・表現
自立した生活者としての消費生活を目指して思考を深め、学習した知識を活用して生
活ができるようにする。

技能 学習した知識を生かして、消費生活の問題点を改善していく力を身に付けている。

消費者と消費生活
消費者被害と消費者の権利と責任
消費生活と安全、情報
契約と消費生活
環境と消費者

教科書、プリントを使って講義内容を自らの家庭生活
に結びつけて考え、一人の生活者として自立した消費
生活を送ることができるような力を身に付けることが
できるようにする。

学習目標
（どのような力をつけるのか）

消費者としての権利や責任、契約、消費生活の情報について学び、生活者として自立
した消費生活を送るための知識・技術を身に付ける。

学習方法
（授業の進め方・学習の仕方）

教科書・プリントを用いて、家庭の消費生活について学習する。

評価方法
各学期に、定期考査を実施。
授業・演習への取り組みの様子と、提出物の状況などを総合的に判断する。

学習計画
（1年間の授業計画）

学習内容 学習活動

選択の条件 なし

選択のめやす 家庭消費生活についての興味関心をもち、一人の生活者としての自立を目指す人。

消費生活 家庭

教科書「消費生活」文部科学省 315円

選択する学年
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科目名 教科 単位数 2

教材 教材費
(予定定価)

系列選択科目 必修系列 選択できる系列

〇 自由選択科目 3

１学期

２学期

３学期

選択の条件 なし

選択のめやす 衣生活に興味関心をもつ人。

服飾手芸 家庭

教科書「ファッション造形基礎」実教出版
① 430円
実習費 １,０9０円

選択する学年

衣服素材の種類として、繊維・糸・布について理解す
る。
繊維の燃焼実験、三原組織 等

学習目標
（どのような力をつけるのか）

手芸の種類と変遷、各種手芸の技法に関する知識と技術を習得させ、手芸品を創造
的に製作し、服飾に活用する能力と態度を身に付ける。

学習方法
（授業の進め方・学習の仕方）

教科書、プリントを用いて手芸の種類と変遷、各種手芸の技法に関する知識と技術を
習得し、基礎縫い、刺繍、編み物などの基礎から学習し、作品を仕上げる。

評価方法
定期考査、授業への取り組み（活動の様子、課題の提出状況、実習の様子など）を総
合的に評価する。

学習計画
（1年間の授業計画）

学習内容 学習活動

立体構成衣服と平面構成衣服の違いを世界の民族
衣装を通して知る。

知識・理解 衣生活、手芸に関する種類・技術を理解し、基礎的・基本的な知識を身に付けている。

評価の観点

関心・意欲・態度
衣生活、手芸に関する関心をもち、その充実向上を目指して意欲的に取り組むととも
に、実践的な態度を身に付けている。

思考・判断・表現
自身の衣生活、手芸品を創造的にデザインすることを目指して思考を深め、学習した
知識と技術を活用して創意工夫する力を身に付けている。

技能
学習内容をふまえて、作品の製作をとおして、手芸に関する基礎的・基本的な技術を
身に付けている。

衣服の構成

衣服の素材

手芸品の製作 手芸の種類と変遷、各種手芸の技法に関する知識と
技術を習得する。手芸品を創造的に製作し、服飾に
活用する。刺しゅう,かぎ針編み

パッチワーク、かぎ針編み

かぎ針編み、ミシン
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科目名 教科 単位数 2

教材 教材費
(予定定価)

系列選択科目 必修系列 選択できる系列

○ 自由選択科目 3

知識・理解
食事の意義や役割、豊かな食事、日本の食文化について総合的に理解し、栄養・食
品・献立・テーブルコーディネートなどに関する知識を身に付けている。

評価の観点

関心・意欲・態度
食生活に関する諸問題に関心をもちその改善・向上を目指して意欲的に取り組もうとし
ている。

思考・判断・表現
食事を総合的にデザインすることを目指して思考を深め、学習した知識と技術を活用し
て創意工夫する能力を身に付けている。

技能
食事を総合的にとらえて計画・実践し、栄養・食品・献立・テーブルコーディネートなどに
関する技術を身に付けている。

学習目標
（どのような力をつけるのか）

日本の食文化についての知識理解を深め、自身の食生活を豊かにする。

学習方法
（授業の進め方・学習の仕方）

教科書、プリントを用いて食文化についての知識理解を深め、調べ学習をし、発表をす
る。

評価方法
各学期に、定期考査を実施。
授業・演習・発表への取り組みの様子と、提出物の状況などを総合的に判断する。

学習計画
（1年間の授業計画）

学習内容 学習活動
伝統的な日本の食文化（行事食や郷土料理の理解）
食生活と健康
栄養素の働きと食事の計画
食品の特徴・表示・安全
テーブルコーディネート
テーブルマナー

栄養、食品、料理形式と献立などのテーブルコーディ
ネート、日本の食文化と食育に関する知識について
学習する。また、食文化について調べた内容を発表
する。

選択の条件 なし

選択のめやす 食文化について興味関心をもって、一人の生活者として自立を目指す人。

食文化 家庭科

教科書 「フードデザイン」 実教出版 615円

選択する学年
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